
△
△
生

五
月
十
五
日
佛
國
ョ
リ
蹄
朝

五
月
廿
九
日

復

職

ヲ

命

ス

文

郡

省

ナ
ー
プ
ル

、

クヽ

シ
エ
ナ
、
フ
ロ
ラ
ソ
ス
、
ヴ
ェ

コ
ロ
ン
ニ
ュ
、
和
蘭
國
ハ
ー
ゲ
、

回
歴
シ
各
地
ノ
美
術
ヲ
研
究
ス

（
限
定
本
、
非
売
品
）

濁
逸
國
ミ
ュ
ニ
ッ

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及
英
國
倫
敦
ヲ

た
だ
し、

十
二
月
二
日
出
発
と
あ
る
の
は
新
橋
駅
を
汽
車
で
発
っ
た
日
付
で

あ
り
、

『
黒
田
清
輝
日
記
』
第
二
巻
（
昭
和
四
十
二
年
。
中
央
公
論
美
術
出
版
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
久
米
は
校
長
、
職
員
、
生
徒
、
友
人
、
親
戚
等
多
数
の
見

送
り
を
受
け
て
黒
田
清
輝
お
よ
び
友
人
達
と
と
も
に
乗
車
し
、
横
浜
で
下
車
。

予
定
の
乗
船
切
符
が
と
れ
ず
、
翌
日
ま
た
黒
田
と
汽
車
に
乗
り
、
大
磯
で
乗
り

代
え
て
四
日
に
京
都
着
。
以
後
、
黒
田
の
美
術
工
芸
取
調
べ
に
同
行
し
、
七
日

に
京
都
を
汽
車
で
発
っ
て
長
崎
に
向
か
い
、
長
崎
か
ら
仏
船
オ
セ
ア
ニ
ア
ン
号

に
乗
っ
て
出
発
し
た
。

次
に
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
五
日
、

本
校
は

L
、
E
C
O
LE
D
E
S
 B
E
A
U
Xー

A
R
T
S
D
E
 T
O
K
Y
O」

0
美
術
通
信

ー
ス

、
「

N
O
T
I
C
E

を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
パ
リ
万
国
博
に
文
部
省
出
品
物
の
一
っ
と
し
て
出
品
す

る
た
め
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
校
舎
や
各
科
教
室
風
景
お
よ
び
教
官
や
生
徒

の
作
品
を
多
数
掲
載
し
、
仏
文
の
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
学
附
属
図
書

館
に
も
一
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
時
の
新
聞
が
次
の
よ
う
に

報
じ
て
い
る
。

〔
こ
の
分
大
村
西
崖
執
筆
〕

S
U
R
 

和
田
英
作
の
留
学

明
治
三
十
年
七
月
西
洋
画
科
撰
科
を
修
了
し
、
同
科
教
場
助
手
（
無
給
）
と
な

っ
て
油
画
の
研
究
を
続
け
て
い
た
和
田
英
作
は、

岡
田
三
郎
助
と
一
緒
に
国
費

留
学
さ
せ
る
と
い
う
文
部
省
の
約
束
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ひ
た
す
ら

渡
欧
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
が
、
黒
田
清
輝
の
紹
介
で
ベ
ル
リ
ン
博
物
館
の
ア

ド
ル
フ

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
と
そ
の
夫
人
（
同
三
十
一
年
来
日
）
の
日
本
旅
行
の
案

内
を
つ
と
め
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
て
、
そ
の
蒐
収
品
の
整
理
の
た
め
に
同
三
十

二
年
五
月
渡
欧
し
た
。
滞
欧
中
に
国
費
留
学
生
任
命
の
手
続
き
を
と
る
と
い
う

黒
田
清
輝
や
文
部
省
専
門
学
務
局
長
上
田
万
年
の
約
束
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑧
 △

東
京
美
術
學
校
に
て
は
、
来
る
三
十
三
年
佛
國
巴
里
博
覧
會
へ
出
品
す

る
に
、
紐
費
僅
に
千
園
ば
か
り
に
し
て
製
作
品
に
て
は
迎
も
目
覺
し
き
も
の

出
来
ざ
る
よ
り
、
文
部
省
と
協
議
の
末
同
校
穂
覧
と
い
ふ
一
書
を
編
纂
し
、

窓
員
版
百
五
十
岡
を
挿
み
、
佛
文
に
て
精
し
く
そ
の
成
績
現
況
等
を
記
述
し

て
出
陳
す
る
筈
な
り
、
こ
は
陳
列
の
う
へ
目
に
立
た
ず
と
て
非
難
す
る
も
の

あ
れ
ど
、
此
紐
費
に
て
同
校
教
育
の
全
證
を
示
す
に
は
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る

一
艮
策
な
か
る
べ
し
と
久
保
田
同
校
長
心
得
は
語
り
ぬ

（
明
治
三
十
二
年
四
月
十
九
日
『
時
事
新
報
』
）

0
美
術
學
校
一
覧
東
京
美
術
學
校
が
巴
里
大
博
覧
會
の
出
品
ハ
同
校
開

始
以
来
の
歴
史
を
紋
し
た
る
書
籍
に
て
生
徒
の
製
作
品
中
優
等
の
も
の
を
刷

出
す
る
事
一
百
餘
、
題
し
て
東
京
美
術
學
校
一
覧
と
云
ふ
、
昨
今
和
文
脱
稿

し
更
に
佛
文
に
諜
し
て
来
る
八
月
中
に
成
功
す
る
都
合
の
よ
し

（
明
治
三
十
二
年
六
月
十
一
日
『
読
売
新
聞
』
）
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ロ
ン
ド
ソ
、

蹄
朝

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ミ
ッ
ド
ル
ス
ボ
ロ
（
ミ
ッ
ド
ル
ス

・
プ
ル
グ
）
、

ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
に
到
清
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
処
で
日
本
美
術

品
の
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
文
部
省
の
満
三
年
間
仏
国
留
学
を
命
ず
と
い

う
辞
令
（
三
十
二
年
十
月
十
三
日
付
。一

ケ
年
千
八
百
円
支
給
。）
が
留
い
た
の
で
、

翌
三
十
三
年
三
月
に
。ハ
リ
に
移
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ー

・
コ
ラ
ロ
ッ
シ
に
入
学
し

た
。
和
田
の
履
歴
書
（
本
学
蔵
）
に
は
こ
れ
よ
り
帰
国
ま
で
の
こ
と
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
三
十
三
年
〕
三
月
ョ
リ
ア
カ
デ
ミ
ー
、

コ
ラ
ロ
ッ
シ
ニ
入
學

エ
ル

、

コ
ラ
ソ
、
ク
ー
ル
ト
ア
雨
氏
二
就
キ
木
炭
蓋
及
油
霊
ヲ
修
業
シ

又
ュ
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ

、
グ
ラ
ッ
セ
氏
二
就
キ
装
飾
美
術
修
業

同
年
佛
國
巴
里
府
二
開
設
セ
ル
千
九
百
年
世
界
大
博
覧
會
二
油
聾
渡
頭

夕
暮
圏
ヲ
出
品
シ
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ノ
ラ
ー
ブ
ル
授
典
セ
ラ
ル

同
舟
五
年
佛
國
巴
里
府
開
設
ノ
「
サ
ロ
ン
」

可
ヲ
受
ク

同
舟
六
年
二
月
三
日

ヲ
巡
歴
ス

欧
州
内
地
旅
行
許
可
ヲ
受
ケ
一
ヶ
月
半
佛
伊
両
國

七
月
十
五
日

こ
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
つ
い
て
は
和
田
自
ら
「
聾
壇
の
四
十
年

・
足
跡
を
顧

み
て
」
（
昭
和
九
年
九
月
1
十
二
月
『
東
京
毎
夕
新
聞
』
に
連
載
）
そ
の
他
で
詳
し
く

述
べ
て
い
る
。
最
近
の
研
究
で
は
留
学
中
の
和
田
、
特
に
滞
欧
作
「
こ
だ
ま
」
と

世
紀
末
画
家
た
ち
の
制
作
と
の
関
係
を
論
じ
た
丹
尾
安
典
著
「
和
田
英
作
ー
'|

世
紀
末
の
こ
だ
ま
」
（『比
較
文
学
年
誌
』
第
二
十

一
号
、
昭
和
六
十
三
年
）
が
あ
る
。

ヘ
油
聾
思
郷
圏
出
品
ノ
許

ラ
フ
ァ

始
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
洋
画
科
で
は
明
治
一
二
十
六
年
に
授
業
方
法
を

改
め
、
第
二
年
以
上
に
鉛
筆
に
よ
る
人
物
姿
勢
の
速
写
と
水
彩
画
を
正
式
な
履

習
項
目
と
し
て
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
和
田
の
帰
国
が
本
校
内
外
に
お

け
る
図
案
振
興
の
一
助
と
も
な
っ
た
こ
と
は

125
頁
に
記
す
と
お
り
で
あ
る

⑨

小
坂
象
堂
の
死
去

明
治
―
―
―
十
二
年
六
月
二
日
、
西
洋
画
科
助
教
授
小
坂
象
堂
（
本
名
力
松
）
が
死

去
。
浅
井
忠
そ
の
他
に
よ
っ
て
葬
儀
が
営
ま
れ
、
日
暮
里
の
青
雲
寺
に
埋
葬
さ

れ
た
。
象
堂
は
但
馬
出
石
の
出
身
で
、
明
治
二
十
年
か
ら
京
都
で
南
宗
画
、
円

山
派
を
修
め
、
陶
画
を
描
く
な
ど
し
て
い
た
が
、
同
二
十
七
年
か
ら
浅
井
忠
に

西
洋
画
を
学
び
、
傍
ら
日
本
画
の
勉
強
を
続
け
た
。
彼
は
浅
井
が
本
校
教
授
と

な
っ
た
と
ぎ
（
同
三
十
一
年
）
に
、
助
教
授
に
選
ば
れ
、
日
本
絵
画
協
会
や
日
本

美
術
協
会
に
力
作
を
出
品
。
革
新
派
の
日
本
絵
画
協
会
で
い
わ
ゆ
る
理
想
派
が

と
い
う
記
事
が
あ
り
、

「
速
写
画
法
」
つ
ま
り
ク
ロ
ッ
キ

ー
が
和
田
の
指
導
で

0
美
術
學
校
の
新
學
科

数
授
す
る
計
甕
成
れ
り

「
ミ
ッ
ド
ル
ス

・
ブ
ル
グ
」
、

滞

欧

作

の

一

部

す

な

わ

ち

「

公

園

の

夕

暮

」

、

「
思
郷
」
、
フ
ラ

・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
作
「
受
胎
告
知
」
模
写
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作

「
マ
リ
ア
ナ
公
女
」
模
写
、
グ
ル

ー
ズ
作
「
少
女
」
模
写
、
ミ
レ
ー
作

「
落
穂

拾
い
」
模
写
は
帰
国
後
東
京
美
術
学
校
に
収
蔵
さ
れ
た
。

和
田
は
帰
国
後
、
明
治
三
十
六
年
十
月
十
四
日
に
本
校
教
授
と
な
っ
た
が
、

同
月
一
日
の
『
読
売
新
聞
』
に同

校
洋
甕
科
に
て
ハ
今
期
よ
り
新
に
速
窟
霊
法
を

赦
師
ハ
新
蹄
朝
の
和
田
英
作
氏
な
り
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